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最
近
は
、
政
治
的
に
行
き
つ
ま
り
、
経
済
的
に
も
、
ま
た
行
き
つ
ま
っ
て

い
る
様
な
気
が
す
る
。
そ
の
反
映
は
文
芸
の
上
に
も
現
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

は
な
い
。
だ
が
、
こ
の
時
に
こ
そ
、
文
芸
は
、
展
開
せ
ら
れ
る
の
で
も
あ
る
。

我
々
は
、
常
に
、
思
想
の
自
由
を
有
し
て
い
る
。
空
想
し
、
想
像
す
る
こ
と

の
自
由
を
有
し
て
い
る
。
外
的
関
係
が
、
心
ま
で
を
萎
縮
す
る
と
は
か
ぎ
ら

な
い
。

　
現
実
の
上
に
、
真
美
の
王
国
を
築
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
は
こ
れ
を
常

に
心
の
上
で
築
く
こ
と
で
あ
る
。
芸
術
は
、
即
ち
、
そ
の
表
現
で
あ
る
。
恍

洋
た
る
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
世
界
に
は
、
何
人
も
、
強
制
を
布
く
こ
と
を
許

さ
ぬ
。
こ
ゝ
で
は
、
自
由
と
美
と
正
義
が
凱
歌
が
い
か
を
奏
し
て
い
る
。
我
等
は
、
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文
芸
に
於
て
こ
そ
、
最
も
自
由
な
る
の
で
は
な
い
か
。
誰
か
、
文
芸
は
、
政

治
に
従
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
？

　
ふ
た
ゝ
び
、
ロ
マ
ン
シ
ズ
ム
の
運
動
は
、
起
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、

こ
の
す
べ
て
の
方
面
に
行
き
つ
ま
っ
た
時
に
、
我
等
は
、
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

の
運
動
を
起
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
先
ず
文
芸
に
於
て
。
自
由
に
空
想
し
、

自
由
に
想
像
し
、
自
由
に
悦
楽
し
、
自
由
に
反
抗
せ
よ
！

　
新
緑
の
好
季
節
に
、
雑
司
ヶ
谷
の
墓
畔
ぼ
は
ん
を
散
歩
す
る
と
、
そ
こ
に
は
、
幾

何
の
詩
人
、
作
家
、
批
評
家
が
地
下
に
眠
っ
て
い
る
。
私
は
、
共
に
歩
い
て

来
た
、
長
い
過
去
の
文
壇
を
願
望
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
中
で
、
真
に
、
何
人
か
、
よ
く
自
分
の
天
分
を
知
り
、
そ
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の
境
地
に
生
き
て
来
た
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
こ
の
世
の
中
に
於
て
、
栄

誉
を
負
へ
る
多
く
の
人
々
と
は
、
真
に
、
自
か
ら
の
生
活
に
生
き
ず
、
そ
し

て
時
代
の
道
化
者
だ
っ
た
り
、
ま
た
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
機
械
人
形
に
過

ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
、
今
日
の
資
本
主
義
下
に
、
全
く
、

煩わず
らは
さ
れ
ざ
る
自
身
の
生
活
と
い
う
も
の
は
あ
り
得
な
い
が
、
そ
れ
を
自
覚

す
る
と
、
せ
ざ
る
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
に
対
す
る
印
象
が
異
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
較
べ
て
、
無
名
の
自
適
な
詩
人
に
、
ま
た
田
舎
で
暮
す
百
姓
の
中

に
、
誠
に
、
人
間
ら
し
く
、
自
分
の
生
活
に
生
き
て
い
る
人
が
あ
る
。
そ
の

方
が
、
ど
れ
程
、
私
に
は
、
羨
ま
し
く
、
貴
い
か
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
春
に
な
っ
て
、
花
が
咲
い
て
も
、
初
夏
が
至
っ
て
、
新
緑
に
天
地
は
つ
ゝ

ま
れ
て
も
、
心
か
ら
、
自
然
を
味
い
、
ま
た
、
愛
す
る
余
裕
を
持
た
ず
、
そ
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の
慈
愛
心
も
な
く
、
い
た
ず
ら
に
、
虚
名
に
つ
な
が
れ
て
い
る
輩
の
如
き
、

い
か
に
卑
し
い
こ
と
か
。
私
は
、
い
ま
に
し
て
、
生
活
の
意
義
を
考
え
る
の

で
あ
る
。

　
誤
れ
る
社
会
に
、
正
し
い
歴
史
の
文
献
は
あ
り
得
な
い
。
い
か
に
、
今
日
、

人
事
に
対
す
る
批
評
判
断
の
い
ゝ
加
減
な
る
こ
と
よ
。
こ
れ
が
、
た
ゞ
ち
に

記
録
と
な
っ
て
、
将
来
の
歴
史
を
編
成
す
る
の
で
あ
る
。

　
誠
実
に
、
生
き
る
も
の
は
、
も
と
よ
り
記
録
を
残
す
と
否
と
に
つ
い
て
考

え
な
い
筈
だ
。
た
ゞ
俗
人
の
み
が
、
す
べ
て
に
於
て
、
計
画
的
で
あ
る
で
あ

ろ
う
。
同
じ
く
、
芸
術
は
、
作
家
が
、
自
か
ら
生
き
る
こ
と
の
炎
だ
。
そ
の

人
の
生
活
を
離
れ
て
、
芸
術
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
作
品
か
ら
受
け
る
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感
激
は
、
そ
の
作
家
の
人
格
で
あ
ろ
う
。

　
世
に
、
相
許
さ
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
強
権
と
友
愛
、
所
有
と
無
欲
、
こ
れ

で
あ
る
。
平
和
へ
の
手
段
と
し
て
、
強
権
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、
畢
竟
、
暴

力
の
讃
美
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に
於
て
平
和
へ
の
途
は
、
強
権
を
否

定
し
て
、
他
の
真
理
に
道
を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
。
所
有
す
る
こ
と
に
於
て
、

幸
福
を
見
出
す
も
の
と
、
無
欲
に
帰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幸
福
の
本
質
を

異
に
す
る
か
ら
だ
。

　
い
か
な
る
場
合
に
も
、
自
か
ら
を
偽
る
こ
と
な
く
、
朗
ら
か
な
気
持
に
な

っ
て
、
勇
ま
し
く
、
信
ず
る
と
こ
ろ
に
進
ん
で
こ
そ
、
人
間
の
幸
福
は
感
ぜ

ら
る
ゝ
。
し
か
る
に
矛
盾
に
生
き
、
相
愛
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
知
り
な
が
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ら
、
日
々
、
陰
鬱
な
る
闘
争
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
抑
そ
も
そも
、
誰
の

意
志
な
の
か
？
　
こ
れ
、
自
か
ら
の
信
仰
に
生
き
ず
し
て
、
権
力
に
、
指
導

さ
れ
る
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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こ
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ト
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青
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